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　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

６ ．環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ．その他に代表者が経営上取り組みたい活動を記載する。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

環境太郎

環 境 経 営 方 針

代表取締役社長

制定日： 202*/**/**

　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊、本業である○○の生産を通じて、地球温暖化
問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　お客様に喜んでいただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供する
ことが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組ん
でまいります。

・経営理念や社是等上位理念と整合させる。

・代表者のエコアクション21を活用して環境

への取組の推進や事業を発展させたいな

どの思いや意志を書いてください。

代表者の写真

をいれるとよ

い

組織の課題やチャンスを

考慮して取り組むべき

法令以外にも組織が約束したことを遵守

ＣＳＲ（企業の社会的責任）の観点から、

社会への貢献活動も入れるとよい

製品やサービスに関する取

り組むことを宣言する
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（１） 名称及び代表者名
山陽製紙株式会社
代表取締役社長　○○　○○

（２） 所在地

本　　　社 ○○県○○市○○区○○丁目○番○号
○○工場 ○○県○○市○○区○○丁目○番○号
○○支店 ○○県○○市○○区○○丁目○番○号
△△倉庫 ○○県○○市○○区○○丁目○番○号
□□工場 ○○県○○市○○区○○丁目○番○号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 ○○部長　 ○○　○○　　 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊
担当者 ○○部 ○○　○○　　 TEL：＊＊－＊＊＊－＊＊＊＊

（４） 事業内容
〇〇の製造

（５） 事業の規模

売上高 kg

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 # 月 1 日 ～ 9 月 30 日

合計
0名

△△倉庫
#######

○○工場本　　　社

0㎡

○○支店

組 織 の 概 要

自社の組織に合わせて仕

上げてください
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更新日：

代表者

内部監査員

環境管理 責任者

環境事務局

環境経営組織及び役割・責任・権限

○○

202*/**/**

○○

○○

環境委員会

社長 ○○

○○

事務部

〇〇

営業部

〇〇
製造部 品質管理部 〇〇工場 〇〇支店

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

環境に関する内部監査の実施

代表者への報告

環境に関する実行責任者

環境経営計画の審議

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営レポートの作成、公開

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

5



単位
kg-CO2

ｋｇ

トン

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
2021年度は加重平均（工場10月～6月まで0.24、7月～9月は0、本社事務所は年度通じて0、東京営業所はメーターなし）

単位：t-CO2

〇
〇

〇
〇

✕
〇

✕

✕
〇

✕

〇

〇

✕

✕

✕

〇

✕

✕
〇

0 0
kWh 4,637,357 4,498,236 3,618,319 4,637,357 4,080,874

kg-CO2
基準年度比 97.0% 38.5% 0.0% 0.0%

1,763
現在

項　目

　一般廃棄物排出量

149

1,848 672 省エネ+太陽光発電+再エネ電力
2030年 900 0 省エネ+太陽光発電+再エネ電力+クレジット

2006年

1,752,921

原単位

（基準値)

省エネ+太陽光発電+再エネ電力+クレジット

化石燃
料

Scope1

電力
Scoppe2

対　策

15,800

180,414

33%
131,980 122,018

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

二酸化炭素総排出量 2,494,192

水使用量

0.240

102

88.0%

評
価

1,536,176

2,520,317

2021年2020年

0.240 0.186

kg

㎥ 3,267
基準年度比

419,030616,221 492,977 557,101

水道水の削減（工場） 2,604 3,979

2050年 0 0

1,821

40,101

電力による二酸化炭素
削減（工場）

原単位 ㎥/kg 0.371

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 3,627,898 3,463,814

自動車燃料による二酸
化炭素削減 基準年度比 43%

1,700,333 674,055

0.943 0.943

（実績）（目標）

1,824,438

8,800

一般廃棄物の削減（工場）
kg 231,597 200,331

kg-CO2

基準年度比 86.5%

100% 100%基準年度比 100.0%

（目標）

181,328 405,223 557,101

2019年

　産業廃棄物排出量

230 244 248

kg-CO2/kg 0.356 0.356

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2022年

0.197 0.000

カーボンニュートラルに向けたわが社の中長期計画

2023年
（目標）

0.830kWh/kg 0.943 0.943
0.000

2006年 2021年

廃棄物排出量

132

2,620,106

0.312
81%

99,889
43%

248,384 200,331

200
51%
27

74% 37% 28%

0.5360.354

43%

492,977

39%
17,364

2,522,178
35%

107% 87%

基準年度比
産業廃棄物（汚泥）の
削減

放流水の削減 ㎥
基準年度比

122,018

1,562,340

40%

17,364 14,224

51%
一般廃棄物の削減（東
京営業所）

kg 54 32 31 32
基準年度比

1,509,191

40%

78%

122% 80%
2,231

80%

11%

56%

1,742,338 1,833,898

68%

90% 80% 68%80%

kg 392 280

kg-CO2

0.302

都市ガスによる二酸化
炭素削減

1,485,092
基準年度比

一般廃棄物の削減(事務
所）

基準年度比 12% 8% 11%

307,350

2,604

58.3% 58% 58% 50%

原単位 ㎥/kg 0.125 0.100 0.163 0.100 0.085

水道水の削減(事務所） ㎥ 1,104 130 91 120 120

電力による二酸化炭素
削減（事務所）

kWh 27,616 9,997 10,013 23,280 21,955

基準年度比 36.2% 36% 84% 80%
kg-CO2 3,779 010,439 8,299

千円 4,247 4,001 71,626 7,008 7,008
基準年度比 94% 1686% 165% 165%

コピー用紙の削減
kg 54 30 40 20 15

基準年度比

84%95.5% 101%

43 200
基準年度比 71.4% 11%

環境配慮製品の販売促
進

0

5,000

2006年 現在 2030年 2050年

CO2排出量(t-CO2)
化石燃料… 電力…
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数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減（工場）

取組紹介欄

2006年

2021年

電力による二酸化炭素削減（事務所）

取組紹介欄

2006年

2021年

243,811 285,567276,050 321,148

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

〇 今期は生産も下がっており製造でのロスなども数字に影響してい
る思われれる。来期も引き続き１・２号機工程内不良品削減・機械
メンテンナスルールなどを意識して活動していきたい・不要照明・電灯の消灯

○

328,412 323,556309,390

8月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月 4月

342,988434,106 414,773
318,665

・明かり窓の設置

・蛍光灯の変更（省エネタイプ）ＬＥＤ化 ○

6月

352,093394,573374,231 455,137

〇 不必要な電気を切る意識を持つ事と改善など工夫一つで削減につ
ながるので来期も改善をと削減を意識して活動していきたい○

○
○

352,093 328,016 415,028

12月11月10月 2月1月

408,073 389,526
284,508

660 726 944

数値目標
・不在時消灯の徹底
・冷房２８℃，暖房２０℃設定の徹底
・不在時のパソコンの電源オフの徹底

2,244 2,279

・センサーライトの設置

〇

○

328,168

4月3月

280,379

783 955 1,023 930

5月 6月 7月

5月

達成状況

8月7月 9月

○

3,243

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標

903 903 619 660

原単位目標

9月10月 11月 12月 1月 2月

907
2,154 2,457 2,386 2,179 2,435 2,207 2,081 2,513 1,438

・電灯の数を減らす

318,665

○

0

200,000

400,000

600,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kWh） 2006年 2021年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（kWh） 2006年 2021年
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都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2006年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2006年

2021年

取組紹介欄

2006年

2021年

69 33

7月

0 220 200

78,859

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

7月 8月

800

10月 11月

71,049

○

65,697 63,926

100
668 733

96

9月
800592 200 600 600 400

200

3月 4月

577 266 549

5月 6月

140 74
806

3月 4月 5月

89
667

5月 6月 7月 8月 9月

9月

・電気リフトへの変更

数値目標 〇

70,150 69,023668
10月 11月

77,275

○

74,715

○

225

・アイドリングストップ

12月

お客様との商談もオンラインになり営業車の使用も減ってきてい
る。いろんな意味で営業活動自体も変えていくのも良いのではない
かと感じる。又営業車を一台減らすかハイブリッド車への導入も提
案していきたい

4月
71,561

74,542 69,01475,083 75,083 63,702 54,562

1月 2月

391

637 992

8月

6月

74 100
754 800 739 726891

数値目標 ✕

1月 2月

440 400

69,023
3月

72,892

12月

・効率の良い抄紙機運転

82,372
73,147

○

達成状況

65,080
1月 2月

・効率的なルートで配送

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画
オーダーメイド抄造が多くもなってきており、単独の運転が多くなっ
ているが来期も同様の事が考えられるので、効率の良い運転、蒸
気漏れなどの対応を継続していく

・蒸気配管の保温材 ○

157

10月 12月11月
600 600 843 600 800

503 200

605
225 115

68,012 65,970

原単位目標 ✕
・蒸気漏れの保守点検

0

50,000

100,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

都市ガス（㎥） 2006年 2021年

0

500

1,000

1,500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ガソリン（L) 2006年 2021年

0

500

1,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

軽油（L) 2006年 2021年
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一般廃棄物の削減（工場）

取組紹介欄

2006年

2021年

一般廃棄物の削減(事務所）

取組紹介欄

2006年

2021年

一般廃棄物の削減（東京営業所）

取組紹介欄

2006年

2021年

20,034 20,885 19,657 21,496 20,223 17,527 22,423

7月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

8月5月

○

12,11519,377
3月 4月

・加工課において来期はポリラミ損紙以外の廃棄物もデーター取り
を行い減らす努力をする

17,69620,601

達成状況

・工程ロスの削減 ○
・分別回収 ○

17,916

・缶，ビン，ＰＥＴボトルの分別回収の ○
・事務所一般ゴミ調査 ○

・近３年での目標値を見直し ○

0 5

1.6 4.7

○

・ロス荷札ラベルの有効利用 ○

25,376

・事務書類をなくす

12月

17,598 19,842

1月 2月

達成状況

数値目標 〇

10月 11月

✕

24,762 20,277 23,660

・弁当の割り箸をなくす
数値目標

10月 11月
22,795 25,296 19,941 16,641 15,385

9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

15,385
6月

自社での原料として活用できるので分別の意識付けを行い対応し
ていきたい

9月
33 33 33 36 32 33 36 37 32 29 29 31

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 年間を通して削減の意識のもと活動した結果が数字に表れてい

る。離職者が出た後については顕著な減少傾向は見られなかっ
た。分別とエコキャップ活動、水筒持参の励行は継続実施してい
く。

ロス荷札ラベルの有効利用 ○
缶，ビン，ＰＥＴボトルの分別回収の徹 ○
事務所一般ゴミ調査 ○
茶紙を集めて大阪本社でリサイクル ○

9 4 8 4 1 2 0 5 5

2.2 1.1

7月 8月 9月
3.5 2.0 3.2 5.5 4.5 3.6 5.1 3.6 6.3 5.6 6.3 4.9

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2.9 1.9 3.1

・３S時の紙資源の再利用（原料にす ○

3.3 2.9 2.0 4.3 1.4

0

20,000

40,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2006年 2021年

0

20

40

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2006年 2021年

0.0

10.0

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2006年 2021年
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コピー用紙の削減

取組紹介欄

2017年

2021年

産業廃棄物（汚泥）の削減

取組紹介欄

2006年

2021年

水道水の削減（工場）

取組紹介欄

2006年

2021年

9,760
24,430 35,010

6月5月
39,79023,050 39,790

9月
12,840

1月

338 342 366
270 245

256 346
241

364 311

8月

199 268
311 300

4月 5月 6月 9月3月

285

取組結果とその評価、次年度の取組計画

7月4月

20,130

3月

19,330 00 20,660

保管管理や設備変更により、大幅に削減に繋げた。しかし、まだま
だ削減させれるように、原料流失やトラブルを無くし来期は更なる
削減に務める。

○

達成状況

8月

7月

11月 12月 1月 2月

✕

○

346 350

・雨水の利用（植木等） ○
・トイレ改善

0 0

238

取組結果とその評価、次年度の取組計画

26,780

○
事務所と食堂を工場側に移転したが大幅な使用も見受けられない
ので使用量について意識付けを行っていく

・節水の呼びかけ

16,850 22,180 0 23,070
13,080 11,670 35,710 35,470 35,590

・原料流出の防止 ○

・分別　処理

10月

数値目標

裏紙の使用 ○
両面印刷の励行 ○
縮小印刷による枚数の削減 ○
プレビュー利用による印刷ミスの防止 △

10月

2月

282265 293 308

12月

達成状況

・各ポンプ類の点検 ○

✕

349

10月 11月

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
○

数値目標

373

取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 10月計量分は前期分も含まれるため期中より当月発生分を月末

に計量することに変更した。通常月においては1から2㎏で推移す
るが大掃除や退職者が出ると片付けで多くの古紙が発生する。改
めて普段からの発生抑制につながる取組や啓蒙の必要性が感じ
られた。

達成状況

1.0 7.0 2.0 1.0 2.0 9.0 0.5
14.0 0.0 0.0 8.0 1.0 1.0 2.0 3.5 5.0 3.0 1.0 0.0

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
11.5 0.5 10.0 0.5 9.0

0

200

400

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（工場）（㎥） 2006年 2021年

0

50,000

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

産業廃棄物（汚泥）（kg） 2006年 2021年

0.0

5.0

10.0

15.0

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

こピ用紙使用量（kg） 2017年 2021年
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水道水の削減(事務所）

取組紹介欄

2006年

2021年

放流水の削減

取組紹介欄

2006年

2021年

環境配慮製品の販売促進

7月 8月

○
・原料・中間材の購入にあたり環境配慮 ○
・環境に配慮した物品を、現状に合わせ

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

99 94 93 97 97 91 90 86

・梅炭クレープ紙の拡販

・炭の調達状況を把握している

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

今期の後半は循環型製紙の受注が増えてきたこともあり来期も増
える事が予想されるのでしっかりと対応していく

9月

○
○

10 7 6 6
86 96 95 80

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 〇 事務所の使用量については必要最低限なしようと言えるので来期

も無駄をなくし活動していく・「節水」表示による意識向上 ○
・水道漏れの定期点検実施 ○

42,605 54,931

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

7 6 6

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
数値目標 ✕ 生産数量は下がり不必要な運転が最後まで影響した。来期は数字

に対する意識や認識を高め不要な使用量を減らす
生産量が減った事も考えられるが、不必要な運転が最後まで影響
した。今後は数字に対する意識や認識を高め不要な使用量を減ら
す

・歩留向上 ○
・加工ミスの削減 ○
・各ポンプの適正なバルブ操作による削 ○
・雨水の再利用 △

8 11 10 7 7

43,386 43,386 48,64843,462 48,309 43,795 41,448 46,971 48,367 49,448 48,063 51,818

7月 8月 9月

49,440 57,991 54,916 52,720 47,245 57,629 53,567 50,008 45,369 49,800

原単位目標 ✕

0

50

100

150

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（事務所）（㎥） 2006年 2021年
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80,000
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放流水（㎥） 2006年 2021年
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。
適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物
騒音・振動規制法 抄紙機、印刷機、空気圧縮機、スリッター
水質汚濁防止法・瀬戸内海環境保全特別措置 抄紙機、排水処理設備
公害防止組織法 排水処理設備
大阪府生活環境条例（大阪府地下水汲み上げ制限）製紙用水
消防法 原料置き場、少量危険物貯蔵所
フロン排出抑制法 スポットクーラー、空調機
毒物劇物取締法 抄紙用薬品類

□外部からの環境上の苦情・要請等

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

対象期間中外部からの苦情等はありませんでした。
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代表者による全体の評価と見直し・指示
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